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はじめに

Ａ大学病院Ｂ病棟では2000年５月より看護計画協働立案

及び開示（以下，看護計画開示）を実践し，2003年日本看

護学会（看護管理）においてその成果を報告した。開示率

(対開示可能な患者）も2004年度は４６％145名実践でき，

目標達成できた。しかし患者との面談などの日程・時間調整

をし情報収集・アセスメント・評価など看護師の個人差はあ

るが一回の面談に２０～40分の時間を要し課題と感じている。

一方看護師にとっては患者より直接的に評価を受けたり誠実

な対応が認められたりと看護師としての質やモチベーション

の向上につながっている。そのため課題の検討をしつつこれ

を継続していくためのひとつとして，2003年後半より年２

回，開示して達成感を感じた症例を報告し互いに認め合う会

(以下，開示成果報告会）の実施を開始した。その効果を知

ることができたので報告する。

１．研究目的

開示成果報告会が看護師のモチベーションの向上にどのよ

うな効果があるかを知る

Ⅱ．研究方法

１．期間

2003年11月～2005年３月

２．対象

Ｂ病棟に勤務する在籍１年以上の看護師16～20名

３．方法

１）看護計画開示成果報告会の実施（対象者全員が報告す

るために２日間実施）

テーマを設定し一人５分パワーポイントを活用して報告す

る。

参加者はＢ病棟看護師及び当該看護師長。ゲスト参加者

として１回目は看護部長，２回目以降は他の看護師長の参加

を依頼した。

参加者は各報告者に対して報告後は拍手をすること。また

その内容やプレゼンテーションなどについて肯定的にコメン
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卜をすること。これらを理解し参加する。

報告会終了時看護師長より報告会全体についての評価コメ

ントを伝えることとした。

２）報告終了後独自に作成した報告会参加についてアンケ

ートにて調査

く内容：１回目・２回目〉

①開示報告会の企画（時期・時間・方法）に対して，は

い。いいえ・どちらともないの３段階とし準備については大

丈夫。大変・どちらともないの３段階評価とした。②他者か

ら肯定的なコメントを受けた時の気持ちを記述式で回答，③

他者の報告に対して肯定的なコメントをした時の気持ちを記

述式で回答とした。

〈３回目・４回目〉

①開示報告会の企画（時期・時間･方法）に対して，は

い.いいえ・どちらともないの３段階とし，準備については

大丈夫．大変・どちらともないの３段階評価とした。②活用

文献の種類，③報告を終えて自己のどの部分（人が行動する

上での構成要素であると考え，感情・思考・行動・価値観・

看護観の５項目）に影響を与えたか複数選択とした。この５

項目は④他者の報告を聞いて自己のどの部分（人が行動する

上での構成要素であると考えた，感情・思考・行動・価値

観。看護観の５項目）に影響がありそうであるかを複数選択

とした。③，④についてはその理由を記述すること，④につ

いてはどの（誰の）報告が良かったかを提示した。

アンケートは対象者外のＢ病棟看護師３名によるプレテ

ストを施行し妥当性を確認した。

アンケート配布は留置法とし回収は所定の回収箱に入れる

ようにした。

３）分析方法はアンケート結果を単純集計とし記述された｜
ものは類似意見・感想をまとめた。

４．倫理的配慮

本研究の主旨，協力の自由，個人が特定されないようアン

ケートは無記名で，データーは統計的処理をすることを説明

し同意を得た。

５．用語の定義

ｌ）看護計画開示

患者に看護計画について説明し，患者と共に看護計画を立副

案しベッドサイドに提示する。評価も患者と共に行い次の計
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